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【 発  行 】 

３
月
６
日
（
水
）
、
渡
島
総
合
振

興
局
に
て
、
自
治
労
渡
島
地
方
本
部

は
、
自
治
体
労
働
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
に
関
す
る
重
点
項
目
に
つ
い

て
渡
島
総
合
振
興
局
長
と
の
団
体

交
渉
を
行
っ
た
。 

団
体
交
渉
は
、
２
点
に
絞
り
行
っ

た
。
国
公
の
給
与
削
減
の
地
方
へ
の

波
及
に
つ
い
て
、
地
方
６
団
体
も
反

対
を
し
て
い
る
た
め
北
海
道
と
し

て
も
国
に
異
議
を
申
立
て
て
ほ
し

い
と
の
要
求
に
対
し
て
、
北
海
道

は
、
総
務
省
で
２
月
に
行
わ
れ
た
会

議
で
の
具
体
的
な
国
の
動
き
に
つ

い
て
、
説
明
を
行
い
、
管
内
の
首
長

や
議
員
へ
の
説
明
を
行
っ
た
際
に 

３
月
８
日
（
金
）
、
七
飯
町
大

中
山
コ
モ
ン
に
て
、
地
公
三
者
共

闘
会
議
２
０
１
３
春
闘
総
決
起

集
会
を
開
催
し
た
。 

冒
頭
、
主
催
者
と
し
て
樋
口
委

員
長
よ
り
今
春
闘
を
め
ぐ
る
情

勢
を
含
め
た
挨
拶
を
行
っ
た
。 

も
、
国
の
交
付
税
削
減
の
や
り
方

に
つ
い
て
怒
り
の
声
が
多
か
っ

た
と
今
回
の
政
策
の
問
題
に
つ

い
て
理
解
を
示
し
て
い
た
。
管
内

市
町
の
再
任
用
制
度
の
運
用
化

に
向
け
て
指
導
力
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
と
の
要
求
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
と
し
て
も
、
管
内
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
把
握
を
し
て
い

る
。
各
市
町
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
懸
念
事
項
が
あ
る
が
、
運
用
化

に
向
け
て
必
要
な
情
報
や
助
言

を
行
う
と
の
回
答
を
得
た
。 

最
後
に
川
村
委
員
長
よ
り
、
北

海
道
の

１４

年
間
の
独
自
削
減

は
、
国
の
政
策
の
ツ
ケ
が
地
方
に

波
及
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
交

付
税
の
削
減
は
地
域
の
疲
弊
に

繋
が
る
。
樋
口
副
委
員
長
よ
り
、

交
付
税
の
削
減
問
題
や
再
任
用

の
運
用
化
に
向
け
て
、
北
海
道
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
、
各
自
治

体
に
向
け
て
情
報
発
信
を
と
要

請
し
、
交
渉
を
終
え
た
。 

渡島総合振興局長との交渉 

全道庁渡島樋口委員長 挨拶 

渡島地方本部は、２０１２年２月１０日の執行委員会・単組代表者会議で比例区『あいはらくみこ』、 

２０１３年２月１５日の執行委員会・単組代表者会議で北海道選挙区「小川勝也」を推薦決定しています。 

渡
島
総
合
振
興
局
長
交
渉
を
実
施
！ 

交
付
税
削
減
問
題
・
北
海
道
も
反
対
に
理
解 

地
公
三
者
共
闘
会
議
春
闘
総
決
起
集
会 

 
 
 
 
 

た
た
か
う
意
思
統
一
を
は
か
る
！ 

道
本
部
藤
盛
副
委
員
長
よ
り

道
本
部
提
起
と
し
て
国
公
の
給

与
削
減
等
に
つ
い
て
の
情
勢
報

告
を
受
け
た
。
こ
こ
十
年
間
労
働

者
の
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い

る
。
大
企
業
は
、
下
請
け
単
価
を

下
げ
る
中
で
内
部
留
保
を
増
や

し
、
中
小
企
業
は
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
て
い
な
い
。
デ
フ
レ
脱
却
に 

に
は
、
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
が
必

要
で
あ
る
。
国
公
の
給
与
削
減
は
、

交
付
税
の
削
減
を
地
方
債
に
置
き

換
え
て
お
り
、
ア
メ
と
鞭
に
よ
る
地

方
の
財
政
の
自
主
性
を
剥
奪
し
よ

う
と
し
て
い
る
。 

今
後
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。 道本部藤盛副委員長 提起 

そ
の
後
、
管
内
に
お
け
る
今
春
闘 北教組渡島 松本書記長 
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期
の
取
り
組
み
状
況
の
報
告

を
し
た
。 

北
教
組
に
お
い
て
は
、
児
童
に

対
し
て
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を

行
う
た
め
に
も
、
３０
人
以
下
の

学
級
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、
査

定
昇
給
制
度
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
職
種
や
職
務
内
容
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
一
律
に
査
定
を
行

っ
て
い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。 

森町職労 若狭書記長 

知内町職 帰山執行委員 

北教組函館 相澤支部長 

鹿部町職労 木村委員長 

函館病院労組 小松書記長 

在
函
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て

函
病
小
松
書
記
長
よ
り
函
館
市

労
連
の
確
定
闘
争
期
か
ら
の
、
こ

の
間
の
給
与
の
独
自
削
減
、
退
職

手
当
の
削
減
の
た
た
か
い
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

本
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
、

森
町
職
労
の
若
狭
書
記
長
よ
り 

長
万
部
町
職
労
に
お
い
て
は
、

新
年
度
に
お
い
て
も
独
自
削
減

が
継
続
、
八
雲
町
職
労
に
お
い
て

は
、
再
任
用
制
度
に
つ
い
条
例
化

に
向
け
て
協
議
を
継
続
、
森
町
職

労
に
お
い
て
は
、
地
域
給
導
入
時

の
昇
給
抑
制
の
回
復
す
る
こ
と

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。 

盆
地
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て

鹿
部
町
職
労
の
木
村
委
員
長
よ

り
、
七
飯
町
労
連
に
お
い
て
は
、 

当
局
の
提
案
に
つ
い
て
、
職
場
オ

ル
グ
を
実
施
、
北
斗
市
職
労
に
お

い
て
も
、
当
局
提
案
に
つ
い
て
事

務
交
渉
、
鹿
部
町
職
労
で
は
今
後

職
場
オ
ル
グ
を
実
施
等
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。 

松
前
線
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し

て
帰
山
執
行
委
員
よ
り
、
松
前
町

職
で
は
、
政
策
事
業
は
、
財
政
悪

化
を
阻
止
す
る
た
め
労
使
一
体

で
進
め
る
、
福
島
町
職
労
で
は
、

国
公
給
与
削
減
は
独
自
削
減
の

実
績
を
考
慮
す
べ
き
と
当
局
へ

申
し
入
れ
、
木
古
内
町
労
連
で

は
、
国
公
給
与
削
減
は
行
わ
な
い

こ
と
を
団
交
で
確
認
、
知
内
町
職

に
お
い
て
は
、
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
９１
人
勧
を
新
年
度
に
お
い
て

適
用
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。 

決
意
宣
言
案
を
全
体
で
確
認

し
た
後
、
北
教
組
相
澤
支
部
長
の

今
春
闘
期
に
向
け
て
、
地
公
三
者

が
一
致
団
結
し
、
こ
の
た
た
か
い

に
勝
利
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
力

づ
よ
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
を
終
了
し
た
。 

今
集
会
に
は
、
全
水
道
、
都
市

交
労
組
か
ら
も
多
く
の
組
合
員

の
方
の
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

安
易
な
妥
結
は
し
な
い
！ 

 

統
一
行
動
を 

３
月
５
日
の
道
本
部
拡
大
闘
争
委

員
会
で
確
認
さ
れ
た
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
反
対
の
た
た
か
い
に

つ
い
て
提
起
が
行
わ
れ
た
。 

 

地
方
６
団
体
も
反
対
を
表
明
し

て
い
る
地
公
給
与
削
減
は
、
地
方
の

自
主
性
を
奪
う
行
為
で
あ
り
、
今
踏

み
止
ま
ら
せ
な
け
れ
ば
、
こ
の
流
れ

は
様
々
な
政
策
を
通
じ
て
国
民
に

多
く
の
負
担
を
強
い
ら
せ
る
動
き

と
な
る
。
自
治
労
が
結
集
し
、
全
国

で
統
一
し
て
反
対
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
安
易
な
妥
結
は
、

全
国
の
た
た
か
い
に
影
響
を
与
え

る
た
め
統
一
行
動
を
行
う
こ
と
。 

最
後
に
、
今
回
提
起
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
や
り
抜
く

こ
と
を
全
体
で
確
認
し
た
。 

３
月
８
日
（
金
）
、
七
飯
町
大
中

山
コ
モ
ン
に
て
、
集
会
終
了
後
、
執

行
委
員
会
・
単
組
総
支
部
代
表
者
会

議
を
開
催
し
た
。 

道
本
部
藤
盛
副
委
員
長
よ
り
、 

 

地本の動き（春闘期の戦術） 

3 月 

14 日まで  重点交渉期間 

15 日まで 腕章着用 

15日   29分時間外職場集会 


